
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

千葉港海岸船橋地区における
直轄海岸保全施設整備事業について

国土交通省 関東地方整備局

千葉港湾事務所

説明資料②



千葉港海岸船橋地区の現況

船橋市を結節点とする重要交通網

ゼロメートル地帯のイメージ
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千葉港海岸船橋地区の課題と事業の必要性・緊急性①

○高潮リスクの高い東京湾最奥部 ○過去の被災状況
・令和元年9月9日台風第15号
（令和元年房総半島台風）

護岸ライン

護岸ライン

護岸背後への浸水状況

台風通過時の強風の吹送距離
被災前

台風進路の卓越方向
＝強風の卓越方向

吹送距離

船橋地区

N

2000-2020 年 に
東京湾付近を通
過した台風の経路

国土地理院(GSI)

②強風による吹き寄せ効果
＝風速、吹送距離と相関

①気圧低下による吸い上げ効果

③砕波による潮位上昇

台風通過時の潮位の上昇要因

潮位の上昇量
（潮位偏差）

台風

強風

台風
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船橋排水機場

船橋排水機場
内閣府HPより引用

千葉港海岸船橋地区の課題と事業の必要性・緊急性②

液状化による土砂の噴出状況（東日本大震災）
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千葉港海岸船橋地区の課題と事業の必要性・緊急性③

©NTT Data, included Maxar Technologies.

【護岸・胸壁】
S43~S53竣工

【水門・排水機場】
S42~S43竣工

直轄施工区間

コンクリートのひび割れ

目地の開き

鉄筋の露出

水門扉体の老朽化

建屋内部のひび割れ

老朽化により腐食したポンプ
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千葉港海岸直轄海岸保全施設整備事業 事業概要

【事業の目的】
台風等による高潮や首都直下地震及び同地震

に伴う津波に備えるため、海岸保全施設の嵩上げ
及び耐震対策等を実施することで、地域の安全・安
心を確保する。

【事業の概要】
・整備施設：護岸(改良)（915m）

胸壁(改良)（1,255m）
陸閘(改良)（７基）
排水機場（１箇所）
水門（１基）

・事業期間：令和４年度～令和15年度
・総事業費：300億円

【事業の効果】
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凡例
直轄事業対象区間
陸閘
水門
排水機場
その他の区間
防護区域
ゼロメートル地帯

整備前（現状） 整備後

高潮によって背後地が浸水。 高潮による背後地の浸水を防止。
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事業スケジュール予定について

海老川水門

船橋排水機場

湊町胸壁
湊護岸

日の出胸壁

日の出護岸
令和４年度実施箇所

地区 R4d R5d R6d R7d R8d R9d R10d R11d R12d R13d R14ｄ R15d

日の出護岸

日の出胸壁

湊護岸

湊町胸壁

海老川水門
船橋排水機場
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注）事業予算等によりスケジュール変更の可能性あり
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事業完了時のイメージ

既設護岸・胸壁の天端高不足状況

既設胸壁高さ：約2.5ｍ

嵩上げ高さ：約1.0ｍ～約2.2m

日の出胸壁嵩上げイメージ

A.P.+7.8m（必要防護高）

A.P.+5.6m（既設天端高）

A.P.+3.1m（地表高）

既設護岸高さ：約2.5ｍ

嵩上げ高さ ：約1.1m A.P.+6.7m（必要防護高）

A.P.+5.6m（既設天端高）

A.P.+3.1m（地表高）

湊護岸嵩上げイメージ 湊町胸壁嵩上げイメージ

A.P.+6.8m（必要防護高）
A.P.+5.6m（既設天端高）

A.P.+3.1m（地表高）

嵩上げ高さ：約1.2m
既設胸壁高さ：約2.5ｍ
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令和４年度 工事予定箇所（施工期間：令和５年３月～）

工事車両の出入りは
この陸閘を使用

岸壁利用者は
この陸閘を使用

工事車両動線（案）

令和４年度 着手位置
・施設名 ：日の出胸壁
・施工内容：胸壁（改良）
・延長 ：約１００ｍ
・施工期間：令和５年３月～ 8
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胸壁区間の施工状況のイメージ

施工状況イメージ（高剛性壁体の打設・コンクリート打設）

既設胸壁

陸側
（背後道路側）

海側
（岸壁側）

既設の胸壁の前面（海側）に
新たな胸壁を築造する。

既設護岸・胸壁の天端高不足状況

新設胸壁

日の出胸壁嵩上げイメージ
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胸壁区間の事業完了時のイメージ

既設護岸・胸壁の天端高不足状況

国・千葉県・船橋市で連携して、事業を推進してまいります。
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